
子 ど も が 「 考 え る こ と っ て 楽 し い な 」 「 考 え た こ と を 誰 か に 伝 え た い な 」 と目 を
輝 か せ 、夢 中 に な っ て 考 えた り 、 表 現 し た りす る 算 数 の 授 業 。算 数 科 で は 、 学び
の つ な がり を 意 識 し た 上 で、 子 ど も が 主 体 的に 取 り 組 む 「 算 数的 活 動 」 を 充 実さ
せ 、 算 数の 本 質 的 な 楽 し さや 面 白 さ を 実 感 でき る 授 業 づ く り を行 う こ と が 大 切で
す。 

 

 

子どもの問いや思いを引き出す～課題の提示方法や発問の工夫～ 

教師 の 指示 に 従っ て与 え られ た 課題 に取 り 組む だ けの 活動 で は、算 数的 活 動と
は 言 え ま せ ん 。 子 ど も が 考 え る こ と や 表 現 す る こ と を 楽 し む 授 業 に す る た め に
は、子ど も が「 受 動か ら 能動 に 変わ る」ため の 教 師の 仕掛 け が不 可 欠で す。付け
たい 力 を押 さ えた 上で 、課 題の 提 示 方法 や 発問 を 工夫 し、「 なぜ だ ろう 」「 考え て
みた い 」と い った 問い や 思い を 引き 出す こ とを 大 切に しま し ょう 。 

 

 

意味の理解を大切にする～表面的な理解から本質的な理解へ～ 

「 基 礎的 ・ 基 本 的 な 知 識・ 技 能 の 習 得 」 は、 学 力 の ３ 要 素 の１ つ と し て 大 切で
す 。し か し 、ド リ ル 学習 を 繰り 返 すだ けの 指 導で は 、表 面的 な 理解 に とど まっ て
しま い ます 。「分 数 でわ る とき は 、な ぜ逆 数 にし て かけ るの か」「 な ぜこ の 公式 で
面 積が 求 め ら れ る の か」 等 、「な ぜ 」 を 大切 に し 、 算 数 的 活動 を 行 う こ と で 意味
の理 解 が図 ら れ、子 ども が 算数 の 本質 的な 楽 しさ や 面白 さを 実 感す る こと につ な
がり ま す。 
 

 

学びのつながりを意識する～教材の系統性の理解～ 
算数 の 学習 内 容は 、低 学年 か ら高 学 年ま で、さ らに 中 学校 ま で一 連 のつ なが り

があ り ます 。 そう した 教 材の 系 統性 を理 解 して 指 導を 行う こ とが 大 切で す。 
事例 を 紹介 し ます 。 

たし 算 ・ひ き 算の 学習 で  

３＋２、30＋20、300＋200、0.3＋0.2、   は 、全く 別の 計 算に 見 えま す

が 、 単 位 と す る 数 を 変 え る と 、 全 て ３＋２で 考 え る こ と が で き ま す 。 例 え ば 、

0.3＋0.2は、 0.1 を 単 位に する と ３＋２にな り 、そ の結 果 0.1 が ５ つ ある の で

0.5 に なり ま す。 この よ うに 学 年の 枠を 超 えて 、 数の 相対 的 な大 き さを 捉え る

こと は 、計 算 の意 味を 理 解さ せ る上 で大 切 です 。 
割合 の 学習 で  

「割 合 」と い う言 葉は 、 学習 指     割合の指導における系統の一部  
導要 領 上は 、 百分 率や 歩 合を 学 習 
する 5 年生で登場します。しかし、 
割合とは、「比較量が基準量の何倍 
に当 た るか を 表し た数 」 であ る こ 
とか ら 、割 合 の概 念は 低 学年 か ら 
指導 さ れて い るこ とに な りま す 。 
そう し た系 統 性を 押さ え て指 導 を 
行う こ とが 、 5 年 生以 降 の割 合 の 
指導 の 充実 に つな がり ま す。 
 

 

 

 
題 材 名  「割合」（８／14 時） 
本時の目標  基にする量と割合を基に比べられる量を求めることを通して、基にする量と割合の

両方で比べられる量の大小が決まることを理解する。（知識・理解） 

 

学 習 活 動 留意点 ・ 評価 

 
○どちらのジュースのほうが果汁の量が多いと思いますか。 
  

   Ａ 
 
 
    
 
 
・Ａのほうが、果汁の割合が大きいから果汁が多いと思う。 

  
○実は、ジュースの量はこのようになっています。 
 
   Ａ 250ｍＬ   Ｂ 500ｍＬ 
 
 ・やっぱりＡのほうが果汁が多いと思う。 
 ・ジュースの量が多いから、Ｂのほうが果汁も多いと思う。 
・果汁の量は、どのようにして求めたらいいのかな。 

 
 

 
 果汁の量は、どちらのほうが多いのか考えよう。 
            
                              
・図に表して考えました。果汁の 
面積はＢのほうが広いので、果 
汁の量はＢのほうが多いことが 
分かります。 

         
 ・計算をして、果汁の量を求めました。 
  Ａ 250×0.3＝75  Ｂ 500×0.2＝100 
  果汁の量は、Ｂのほうが多いことが分かります。 
 
○Ａ小は全校児童が 400 人で、女子の割合は 45％です。 
Ｂ小は全校児童が 350 人で、女子の割合は 52％です。 
どちらの小学校のほうが、女子の人数が多いですか。 
 

○分かったことをノートに書きましょう。 
 ・割合が大きくても、基にする量が小さい場合は、 

比べられる量が小さくなることもある。 
 ・比べられる量は、基にする量と割合の両方で決まる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■  ポイント ２ 

 

判断の理由を、言葉と数、式、

図などを用いて考えたり、説明

したりする場面を設けます。 

子どもの問いや思いを引き出す

ために、課題提示の工夫は不可

欠です。一例として、ここでは

予想させる活動を行います。割

合だけを提示し、果汁の量の大

小を予想させます。子どもが当

たり前に思っていることや他者

の考えとのずれがあると、「知り

たい」「確かめてみたい」という

思いが喚起され、能動的な学び

につながります。 

 

「学習指導要領解説 p162 Ｄ数量関係(3)」を根

拠として、「付けたい力」が押さえられています。 

 

■  実践事例 （小学校５年生） 

■  ポイント ３ 

Ｂ 

果汁 30％ 

０％ 50％ 100％ 

Ａ Ｂ 

類似問題を行い、本時の学習の

理解を確かめます。本時の目標

に即した「確かめる活動」を行

うことが大切です。 

「基準量・比較量・割合」の関

係を捉えるためには、低学年か

らの系統的な指導の充実が不可

欠です。形式的な指導に陥らな

いように留意し、意味の理解を

大切にしましょう。 

３

７
＋

２

７

30％ 

250ｍL 500ｍL 

果汁 20％

20 ％ 

■  ポイント １ 



子 ども が 「 筋 道を 立 てて 考 え る こと っ て楽 し い な 」「 考 えた こ と を 誰か に 説明

し たい な 」 と 目を 輝 かせ 、 夢 中 にな っ て考 え た り 、表 現 した り す る 数学 の 授業 。

数 学科 で は 、 子ど も が主 体 的 に 取り 組 む「 数 学 的 活動 」 を充 実 さ せ 、数 学 の本 質

的な 楽 しさ や 面白 さを 実 感で き る授 業づ く りを 行 うこ とが 大 切で す 。 
 
 
 
 子どもの問いや思いを引き出す～課題の提示方法や発問の工夫～ 

教 師の 指 示 に 従っ て 与え ら れ た 課題 に 取り 組 む だ けの 活 動で は 、 数 学的 活 動と

は言 え ませ ん 。子 ど もが 考 える こ とや 表現 す るこ と を楽 しむ 授 業に す るた めに は、

子 ども が 「 受 動か ら 能動 に 変 わ る」 た めの 教 師 の 仕掛 け が不 可 欠 で す。 付 けた い

力 を押 さ え た 上で 、 課題 の 提 示 方法 や 発問 を 工 夫 し、「 な ぜだ ろ う」「 や っ て みた

い」 と いっ た 問い や思 い を引 き 出す こと を 大切 に しま しょ う 。 
 

 
 
意味の理解を大切にする～表面的な理解から本質的な理解へ～ 

「基 礎 的・基本 的 な知 識・技 能の 習 得」は、学力 の ３要 素の １ つと し て大 切で す。

しか し 、ドリ ル 学習 を繰 り 返す だ けの 指導 で は 、表 面 的な 理解 に とど ま って しま い

ます 。「マ イ ナス と マイ ナ スを か ける とな ぜ プラ ス にな るの か」「 な ぜこ の 公式 で 面

積が 求 めら れ るの か」「な ぜ この 方 法 で作 図 がで き るの か」等、「 な ぜ」を 大切 に し、

意味 の 理解 が 伴っ た知 識 ・技 能 を習 得さ せ たい も ので す。 
 
 

 
思考力や表現力を育成する～数学科における言語活動の充実～ 

○「 数、式、図、表、グラ フ」等 は 、数 学科 特 有の 言 語と 言 えま す。こ うし た

数学 の 言語 を「 思 考の 道 具」や「 説 明の 道 具」とし て 用い る こと で、思 考力

や表 現 力を 育 成す るこ と がで き ます 。そ の ため に 、自 分の 考 えを 書 いた り、

他者 と 説明 し 合っ たり す る活 動 を意 図的・計 画 的に 取 り入 れ てい く こと が大

切で す 。 

○「 筋道 を 立て て 考え て みた い」「 考 えた こ とを 誰 かに 説明 し たい 」と い う思 い

を 引 き出 す こ と が 大 切 です 。 こ の 思 い が 、言 語 活 動 を 充 実 させ 、 思 考 力 や表

現 力 の育 成 に つ な が っ てい き ま す 。 小 集 団や ペ ア で の 活 動 は、 目 的 を 明 確に

し、 他 者と 関 わる 必要 感 が生 ま れた とき に 設定 す ると 効果 的 です 。 

○ 他者 を 意 識 して 説 明さ せ る こと を 大 切に し ま しょ う 。 多様 な 考 えが 期 待 でき

る 場面 で は 、 単な る 発表 会 で 終 わる の では な く 、 他者 の 考え （ 図 や 式） を理

解 する 活 動 を 取り 入 れる と 、 発 表を 聞 く側 の 子 ど もの 思 考力 や 表 現 力も 高め

る こと が で き ます 。 また 、 扱 う 題材 に よっ て は 、 それ ぞ れの 考 え の 共通 点や

相 違点 に 着 目 させ た り、 考 え の 有効 性 を検 討 し た りす る こと で 、 思 考力 や表

現力 を 洗練 さ せて いく こ とが で きま す。 

 

 

 

 
題 材 名  「星形多角形の頂点の角の和」（18／20 時） 
本時の目標  星形多角形の頂点の角の和が 180°になる理由を、既習事項を基に、言葉、数、式、

図などを用いて考え、説明することができる。（数学的な見方や考え方） 

 

学 習 活 動 留意点 ・ 評価 

【課題提示の場面で】 
○三角形の内角の和は何度ですか。 
・180°です。 

 
○三角形の上に、もう一つ三角形を置 
 きます。先端部分の６つの角の和は 
何度ですか。 

 ・360°です。 
 
○では、この星の先端部分の５つの角 
の和は何度になると思いますか。 
・300°・540°・200°くらい etc. 
 

○分度器で測ってみましょう。 
 ・180°になった。 ・三角形と同じなんて不思議だ。 
・なぜだろう。 ・違う形の星でもなるのかな。 

  
 
      180°になる理由を考えよう。 
※略 

 

【全体で話し合う場面で】 
            

・私は、三角形の内角と外角の関係を使って 
        考えました。∠ａ＋∠ｃが･･･になって、 
            ∠ｂ＋∠ｄが･･･になるので、、１つの三角 
            形に∠ａ～∠ｅが集まります。だから･･･ 

 
・私は、左の図のように、ブーメラン型の 

        形を利用して求めました。  
 
       ○（式の意味を読みとる活動として） 

かんたさんは、「180°×５－360°×２」 
の式で求めたそうです。どんな求め方を 
したのか考えてみよう。 
 

○（他にもいろいろな考え方が出された後で） 
それぞれの考え方の共通点や相違点を考えてみましょう。 

  

■  ポイント １ 

■  ポイント ２ 

星形多角形の５つの頂点の角の

和が 180°になる理由を、主体

的に考えたり、説明したりする

活動を充実させることがポイン

トです。そのために、教科書の

題材を一工夫し、問いを生み出

す仕掛けが講じられています。 

主体的な活動を促す上で、「予想

させる活動」は効果的です。他

者との考えのずれを生み、「知り

たい」「確かめてみたい」という

思いを喚起します。 

  

思考を深めたり、広げたりする

ためには、意図的指名が不可欠

です。どの考えから取り上げる

のかを事前に検討しておくこ

とが大切です。 

 ａ 
ｂ 

ｃ ｄ 

ｅ 

「学習指導要領解説 p91 Ｂ図形 (1)ア」を根拠 

として、「付けたい力」が押さえられています。 

複数の考え方を紹介するだけ

でなく、聞き手も考える楽しさ

を感じることができるように、

他者を意識して説明させるこ

とが大切です。例えば、他者の

立てた式の意味を読みとる活

動が考えられます。 

 

■  実践事例 （中学校２年生） 

■  ポイント ３ 


